
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 11 日(木)、JA 京都中央営農者会は、リーガロイヤル 

ホテル京都にて「技術交流大会」を開催されました。 

今回の技術交流大会は、会員相互の交流を目的に開かれ、 

23 名の参加がありました。 

研修会では、全農京都府本部 農畜産部 小山太陽係長より、 

「米穀の流通情勢と今後の展望について」講演がありました。 

 

 

営農技術報告として経済部職員より「シナチクノメイガの被害に

ついて」「環境にやさしい農業技術について」「水稲の斑点米カメム

シ類や管内における品質概況について」の報告が行われました。 

 

 

 

 

 

また、会場には 2025 年産の玄米サンプルが 

品種・等級別に展示され、それぞれの特徴や 

等級格差について意見交換されていました。 

 最新の流通動向や実践的な営農技術の情報など、多角的な視点からの情報共有が行わ 

れました。今後も継続的な情報共有を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ＪＡ京都中央 ２０２5年 12月 16日 №786 作成者 中島 真依 

―ＴＡＣ information―  

 12 月 11 日(木)、さんテラス大原野にて、[京都乙訓地域農福連携研修

会]が開催されました。農福連携に取り組んでいる農業者、福祉事業所及び支

援機関による講演を通じて、農福連携の仕組みやメリットについて理解を深め、

農業者と福祉事業所の双方が連携の可能性を実現できる場を提供することを

目的に開催されました。 

 当日は約 50 名の参加があり、相談コーナーや実演会のブースでは、農福連

携を検討する農業者が熱心に話を聞いておられました。 

京都乙訓地域農福連携研修会が開催されました！ 



 


